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ここで「たたきつける」は，「地面」を格助詞
“を”で目的語にとった【他動詞】として使われ
ている。しかし，このような使い方は伝統的と
は言い難い。

辞書で「たたきつける」を調べると【他動詞】
として扱うものが多い。しかし，その例文は，
以下のとおり放送コメントとは異なり，「ぶつかっ
ていくもの」を目的語にとって“を”が付けられ
ている（下線井上）。

「グローブを地面にたたきつける」
（『明鏡国語辞典　第2版』）

「相手を土俵にたたきつける」
（『広辞苑　第6版』）

 はじめに
2014（平成26）年1月に実施した「ことばの

ゆれ調査」について，前号に引き続き報告する。
第1章「自動詞表現・他動詞表現」は井上，第
2章「放送上の美化語の「お」について」は滝
島，第3章「語形・用法をめぐる変化」は塩田
がそれぞれ執筆した。

 1. 自動詞表現・他動詞表現
1.1  「雨が地面“を”たたきつける」

今回の調査では，大雨を伝えるニュースコ
メントに関わる調査を実施した。調査のもとに
なったのは，実際のテレビニュースで，雨が強
く降る屋外の道路の映像に合わせてアナウン
サーが述べた，次のようなコメントである。

“お赤飯”“ひと段落”
“ロケットが打ち上がる”はおかしいですか

～ 2014 年「ことばのゆれ調査」から②～

メディア研究部  塩田雄大 / 井上裕之 / 滝島雅子

 1. 自動詞表現・他動詞表現

　2014 年におこなった「ことばのゆれ調査」についての 2 回目の報告である。
▼文の許容度として，［雨が地面“を”たたきつけている］＞［雨が地面“に”たたきつけられている］＞［雨が地面
“に”たたきつけている］の順で低くなっていた。また，［“花火”が打ち上がる］よりも［“ロケット”が打ち上がる］
のほうが許容度が低かった。

▼放送での美化語の使用に関して，「みやげ」については「おみやげ」を許容する人が 8 割を超えた。これと符合
するように，実際のニュースでの出現数も，「おみやげ」のほうが「みやげ」に比べて多かった。

▼比較的新しい言い方に関して，ある言い方を「おかしいと思うかどうか」よりも「自分で使うかどうか」のほうが，
年代差が激しい。また，女性は「おかしいと思うが自分でも使う」といった傾向が相対的に強いなど，さまざま
な属性差が認められた。

「北海道江差町の午前 9 時半ごろのようすで
す。大粒の雨が地面を

・

たたきつけています」
（2013 年 8 月18 日　NHKニュース「北海道南部で非
常に激しい雨」；下線・傍点井上）
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辞書の用例では，「グローブ」や「相手」“を”，
たたきつけているのであって，「地面」“を”た
たきつけているので

・ ・ ・ ・

はない。「ぶつかっていく
もの」のほうに“を”が付けられ，その「到達点」
となる「地面」のほうには（“を”ではなく）“に”
が付けられている。同じ【他動詞】であっても
用法が異なる。

そこで，こうした状況で考えられるいくつか
の文について，それぞれどの程度支持が得ら
れるかを尋ねた。なお，単純集計表は前号（滝
島雅子ほか（2014））に掲載してある。

調査の結果，例文A（実際の放送コメントと
同文）は，「おかしい」22％，「おかしくない」
76％，「わからない」2％となった。4人のうち3
人は「おかしくない」と答え，こうした用法は一
定の支持が得られていると考えられた。

一般に，格助詞“を”が，「動作を向ける対象」
に使われることが多い（例「大根を切る」）のに
対して，格助詞“に”は，「動作の行き着くとこ
ろ（＝到達点）」に使われることが多い（例「学
校に行く」）。先の辞書の例文でも，「地面」や

「土俵」といった，動作の「到達点」となる語に
“に”が付けられていた。

そこで考えたのが例文Bである。ここでは
「たたきつける」は【自動詞】で，「地面」には格
助詞“に”を付けた。実際に，辞書の中には，
次のように「たたきつける」を【自動詞】として
掲載するものもあるからである。

「大粒の雨がたたきつける」
　　（『新明解国語辞典　第7版』）

しかし，例文 Bの調査結果は，「おかしい」
64％，「おかしくない」34％，「わからない」2％
となり，「おかしい」が「おかしくない」を大きく
上回って，3人に2人が「おかしい」と感じる結
果となった。容認する人もいるが，違和感があ
ると回答した人のほうが多くなったのである。
「大粒の雨が地面“に”…」と来れば，受け身

文が来そうな気がする，と感じる人も多いだろ
う。例えば，先述の明鏡国語辞典の例文を受
け身文にする場合，次のように，「ぶつかってい
くもの」を主語にして受け身文にすれば，特に
違和感はないはずである。

「グローブを地面にたたきつける」（能動文）

→「グローブが地面にたたきつけられる」
（受け身文）

こうした手順で今回の状況を受け身文にした
のが例文Cである。Cの調査結果は，「おかし
い」48％，「おかしくない」50％，「わからない」
2％というように，「おかしい」よりも「おかしく
ない」と答えた人のほうがやや多くなったが，
ほぼ半数の人は「おかしい」と答えた。

例文Cの違和感の背景にあるのは，「雨」が
自然現象だということだろう。「グローブが地面
にたたきつけられる」のは，“人間のなせるわざ”
だが，「雨」のほうは，いわば“天の理

ことわり

”であり，
誰かの意志によってたたきつけられるものでは

Ｑ　テレビで大雨を伝えるニュースの中で，
どしゃぶりの映像にあわせてアナウン
サーが読み上げる文についてうかがい
ます。

Ａ．「大粒の雨が地面“を”たたきつけてい
ます。」

Ｂ．「大粒の雨が地面“に”たたきつけてい
ます。」

Ｃ．「大粒の雨が地面“に”たたきつけられ
ています。」

（これらの例文Ａ，Ｂ，Ｃについて，それ
ぞれ，「おかしい」か「おかしくない」かを選
んでもらった）

MARCH 2015



40 　MARCH 2015

ない。そこに受け身文が使われることが，「お
かしい」の回答の多さにつながったと考えられ
る。

1.1.1　伝統的な用法は
しかし，「たたきつける」と「雨」の相性が悪

いわけではない。辞書の「たたきつける」の項
には，「雨」が使われた例文はいくつも掲載され
ている。ただし，次のとおり「ように」が付く（下
線井上）。

「雨がたたきつけるように降る」
（『大辞林　第3版』）

「風まじりの雨がたたきつけるように降る」
（『明鏡国語辞典　第2版』）

つまり，ここで「たたきつける」は，「まるで
たたきつけるようだ」という比喩表現として用い
られている（そのうえ，ここでは「～に」「～を」
という形で目的語が取られていない）。こうし
た使い方が伝統的な用法と言えるのかもしれな
い。

しかし一方で，比喩表現にあたらない用例も
無いわけではない（下線井上）。

「窓にたたきつける雨」
（『大辞泉　第2版』）

「窓」には“を”ではなく“に”が付けられ，
ここでは窓が「到達点」として捉えられている。
あくまで，連体修飾節の用例ではあるが，比喩
表現ではなく，さらに“を”ではなく“に”が使
われている用例だ。

1.1.2　視点（視座）の違い
そこで，同様に“に”が使われた例文Bと比

較してみよう（下線井上）。

（ⅰ）「窓にたたきつける雨」
（『大辞泉　第2版』再掲）

（ⅱ）「大粒の雨が地面“に”たたきつけて
います。」　

（例文 B　再掲）

（ⅰ）も（ⅱ）もどちらも「窓」や「地面」に“に”
を用いて，動作の「到達点」として捉えている
点は同じだ。しかし，（ⅰ）は，辞書に掲載され
た用法であり，（ⅱ）は，「おかしい」と答える人
が64％に上った表現である。違いはあるのだろ
うか。

連体修飾節と文，という違いもあるかもしれ
ない。しかし，次のような，状況・場面の違い
が大きな要素になっているのではないか。

（ⅰ）･･･主に屋内で見聞きした状況
（ⅱ）･･･主に屋外で見た状況

（撮られた映像）
（ⅰ）の表現が使われるのは，例えば「家の中

に居るときに強い雨が降ってきて，窓ガラスを
打ちつける音がしている」ような状況と言える。
これは，「窓」だけでなく「屋根」などでもよい
だろう（この場合は，雨は見えない）。要はこの
表現を使う話者が，屋内に居るときに出やすい
表現ではないかということだ。

ぶつかっていく側である動作主の「雨」が，
「到達点」の「窓」や「屋根」に向かって，「た
たきつける」という動作をしている，と考えてみ
よう。そのとき（ⅰ）の表現を使う話者は，「雨」
という動作主の側ではなく，「窓」や「屋根」と
いった「到達点」の側に居る。つまり，話者は
到達点側の視点（視座）に立って，雨を感じて
いるのである。

一方（ⅱ）は，屋外の大雨の様子，中でも強
い雨がアスファルトにぶつかって跳ね返る様子
を，カメラを通して見ているような状況である。
このときカメラは，動作主「雨」の側の視点（視
座）に立つ。この立場に立った場合，「地面」は，
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「動作を向ける対象」という要素が強くなる。
先述のとおり，「動作を向ける対象」に使われ

ることが多いのは，“に”ではなく“を”である。
（ⅱ）の例文Bを「おかしい」とする回答が多く
なったのはこのようなことによるのではないか。

大雨の映像を映し出すテレビのニュースの場
合，カメラの位置によって視聴者は必然的に，

「地面」を「動作を向ける対象」として見ること
が多くなる。このため，（ⅱ）である例文Bより
も，例文Aのほうを，よりふさわしいと感じる
人が多くなったのではないだろうか。

1.2　ロケットが「打ち上がる」
次に，「打ち上がる」ということばについて聞

いた。これも，実際の放送でのコメントをふま
えた質問なので，そのコメントから紹介する。

これは，ロケットの打ち上げが進められてい
る途中でのコメントだ。ここでは，「打ち上がる」
という【自動詞】を用いて表現している1）。しか
し，こうした場面では，「予定の時刻を過ぎて
も打ち上げられず…」というように「打ち上げら
れる」（【他動詞】「打ち上げる」の受け身形）を
使った言い方もあり得るだろう。そこで調査で
は，【他動詞】の受け身形の「打ち上げられる」
と，【自動詞】「打ち上がる」のどちらが支持が
多いかについて尋ねてみた。

回答は次のとおりである。
（1）「AもBもおかしくない」34％
（2）「Aはおかしくないが，Bはおかしい」56％
（3）「Aはおかしいが，Bはおかしくない」 8％
（4）「AもBもおかしい」2％
（5）「わからない」0％
このように，肯定文では（2）が半数を超え，

「打ち上がる」への違和感が多くなった。しかし
これは「ロケット」に限られる可能性もあったの
で，同じように空に向かって飛んでいく人工物
の「花火」についても同様に聞いてみた。

回答は次のとおりである。
（1）「AもBもおかしくない」45％
（2）「Aはおかしくないが，Bはおかしい」40％
（3）「Aはおかしいが，Bはおかしくない」11％
（4）「AもBもおかしい」3％
（5）「わからない」0％
「ロケット」に比べると，「花火」では（1）が多

く（2）が少ない。「ロケット」より「花火」のほう
が，【自動詞】「打ち上がる」の容認度が高い。
これはどのような理由によるものなのか。

この「花火」の回答について年代別に見ると
（表1），「花火」に対する【自動詞】「打ち上がる」
は，若い人ほど受け入れているという傾向も見
られた。（1）は若い世代ほど多くなり，（2）は少
なくなる傾向にある（太字部分）。

「…国産の新型ロケット，イプシロンは，打ち
上げの予定の時刻を過ぎても打ち上がらず，
発射台にとどまったままです。」

（2013 年 8 月 27 日の NHK ニュース　「イプシロン打
ち上げ中止」；下線井上）

A. 「ロケットが打ち上げられる。」
B. 「ロケットが打ち上がる。」

Ｑ 次の 2 つの文を読んで，あなたのお考え
に近いものを1つだけお答えください。

Ｑ 次の 2 つの文を読んで，あなたのお考え
に近いものを1つだけお答えください。

A. 「花火が打ち上げられる。」
B. 「花火が打ち上がる。」

MARCH 2015
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このような傾向は「ロケット」では見られない。
そこで，「花火が打ち上がる。」という表現は，
比較的新しい用法ではないかという仮説を立て
て考えてみる。

1.2.1  「打ち上げる」と「打ち上がる」
NHK放送文化研究所（以下，文研）にある

過去の辞書で【他動詞】「打ち上げる」（および，
その受け身形の「打ち上げられる」）と，【自動
詞】「打ち上がる」について調べた。すると，最
も古くから出てくるのが【他動詞】「打ち上げる」
で，江戸末期から明治時代にかけて出版され
た『和英語林集成』に，すでに立項されていた。
例文は次のとおりで，このときすでに「花火」
に対して使われていたことがわかる。

「波が磯へ打ち上げる」
（『和英語林集成　初版』（1867））

「花火を打ち上げる」
　　　　（『和英語林集成　3版』（1886））

その受け身形の「打ち上げられる」は，単独
での立項はなされず，「打ち上げる」の例文など
の中で登場するのだが，最初に登場するのが大
正末期の和英辞典の次のような例文である。

「死體が一個波の爲岸に打揚げられた」
「鯨の死體が今日大潮の爲岸に打揚げられ

てゐる」
（『スタンダード和英大辞典』（1924））

「打ち上げる」の語釈については，当初は「上
げるの強めの意」や，「声を上げて騒ぐ」，「酒宴

（を開くこと）」などの意味，「波が陸に及ぶこと」
などの意味で辞書に掲載されていくが，戦後の
1960年代になってから，「打って高く上げる・上
がる」という意味で掲載されるようになる。そし
て例文も次のようなものが出てくる。

「花火を打ち上げる」
「波が打ち上げる」
「外野にフライを打ち上げる」

（『岩波国語辞典　初版』（1963））

以後，こうした意味と例文がいくつもの辞書
に載る。そして，平成に入ってから，「ロケット
を打ち上げる」という例文が載るようになった。

『新潮現代国語辞典　第2版』（2000），『明鏡
国語辞典』（2002），『新和英大辞典　第5版』

（2003），『大辞林　第3版』（2006）などと，主
な辞書が次 と々載せている。

一方，【自動詞】「打ち上がる」は，「打ち上げ
る」に比べて載せる辞書自体が少ないが，戦前
の1928（昭和3）年の和英辞典で，最初の立項
が確認される。そこには，海で死者などが陸
に打ち寄せられる意味合いで，次のような例文
とともに載せられていた。

「死骸は大森の海岸へ打ち上がった」
（『斎藤和英大辞典』（1928））

そして，戦後の1970年代になって，「低いと
ころから高いところへ行く。勢いよく上る」（『日
本国語大辞典』（1972 ～ 1976））という意味で
掲載する辞書が出てくるようになる。人工物の
例文が登場するのは，平成に入ってからのこと
である。

「通信衛星が予定どおりに打ち上がった」
（『新和英大辞典』（2003））

「花火が打ち上がる」
（『大辞林　第3版』（2006））

このように，「花火」にしろ「通信衛星」にし

全体 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳
以上

（1） 45 52 54 47 42 38
（2） 40 32 34 40 45 44
（3） 11 12 10 11 9 13
（4） 3 5 2 2 4 4
（5） 0 0 0 0 0 1

表 1　“花火”の問いの年代別集計（％）
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ろ，例文は近年になって掲載されたものである。
「花火」についてみれば，【他動詞】「打ち上げる」
が，江戸時代から辞書に例文が載っていたの
に対し，【自動詞】「打ち上がる」は，例文が載っ
たばかりのいわば“新参者”である。「花火が
打ち上がる。」の容認度に年代別の差が出たの
は，こうした背景があったからではないだろう
か。

1.2.2　「非意志的」という要素
「花火」や「ロケット」に【自動詞】「打ち上が

る」を使うのが新しい用法であるなら，なぜ「花
火」のほうが容認度が高いのであろうか。これ
は，花火のほうが歴史が古いなどの理由も考え
られるが，同じ人工物ではあっても，ロケット
は人間の手によって制御可能なものという認識
があることが大きな理由と考えられる。
「消える―消す」「落ちる―落とす」「割れる―

割る」などのように「自他の対応がある」（自動
詞の主格と他動詞の対格が同じ深層格を持ち，
自動詞と他動詞が形態的に関係を持つ）動詞
の場合，その自動詞は「事態が非意志的（≒自
発的）に起こることを表す。主体は通常『もの』」
とされる2）。つまり，「打ち上げる―打ち上がる」
というように自他の対応があると考えれば，「打
ち上がる」は，意志を持ったものが主体には来
にくいことになる。実際に，先述した戦前の辞
書の用例「死骸は大森の海岸へ打ち上がった」

（『斎藤和英大辞典』（1928））では，意志を持
たない「死骸」が主体となっている3）。
「花火」や「ロケット」は「もの」ではあるが，

人間が打ち上げるものであることを考えると，
どちらも「事態が非意志的（≒自発的）に起こ
る」とは言えない。ただ，見物客が遠目に見た
とき，それらはひとりでに空に上がっていくよう

にも見えるため，【自動詞】「打ち上がる」も容認
される側面があり，辞書にも例文が掲載されて
いると考えられる。

しかし，「花火」が，一度点火してしまえば人
間の手が及ばなくなってしまうのに対して，「ロ
ケット」は，地上から離れても人間が遠隔操作
をする（あるいは人間が搭乗して操縦する）の
で，「ひとりでに」や「自然に」という認識から
は程遠い存在である。このため，【自動詞】「打
ち上がる」の使用には違和感が高まり，許容さ
れづらい傾向が生じたのではないだろうか。

1.2.3　発射しない「要因」の所在
では，容認度が低いにもかかわらず，実際

の放送ではなぜ【自動詞】「打ち上がる」が使わ
れたのだろうか。ここでは，打ち上げがうまく
いかない要因の所在を意識して使われたことが
考えられる。

日本語には，物事の達成を表す動詞をめぐっ
ては，次のような文がある。

「電気をつけたけれど，つかなかった。」
「花子を起こしたけど，起きなかった。」

こうした文では，文の前半の節（前件）で「つ
ける」「起こす」という【他動詞】が使われている
が，後半の節（後件）では「つく」「起きる」とい
う【自動詞】が使われる 4）。池上嘉彦（1981）で
は「他者へ向けられた行為を表わす動詞まで，
言わば『自動詞』化する傾向」が日本語にはあ
るという。こうした文は，次のような意味が含
まれると考えられる。「スイッチを押したが，電
気系統などの問題で電気がつかなかった。私
の手がスイッチに届かなくて『つけられなかっ
た』のではない」，「体をゆするなどしたが，花
子は目を覚まさなかった。私が寝坊して『起こ
せなかった』わけではない」などという意味合
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いである。つまり，前件の主体に，達成できな
かった要因があるのではなく，後件の主体に要
因が内在する場合に使われている。ここで他動
詞の「つけられなかった」や「起こせなかった」
を使うと，前件の主体に責任があるようにも聞
こえてしまう。

同様のことが，先の放送にもあったと考えら
れる。ロケットを打ち上げるのは人間の意志だ
が，打ち上げの当日，ロケットは人間の意に反
して打ち上がらず，その原因がどこにあるかす
ぐにはわからないという状況だった。こうした
状況で，発射しない要因が，打ち上げる側の
意志などにあるのではなく，むしろロケット側
に問題が内在する可能性があるということを表
現しようとして，「打ち上がりません」という自動
詞の表現が出てきたのではないだろうか。
「ロケット」などが動作主となるとき，【自動

詞】「打ち上がる」は，まだ容認度は低い。しか
しこのような状況があって，放送する側は自動
詞による表現を選択したと考えられる。

 2. 放送上の美化語の
                      「お」について

本章では，放送における「美化語」について
の調査の結果を報告する。
「お酒」「お料理」などのように，名詞に接頭

語の「お」を付けて，「ものごとを美化して述べ
ることば」を「美化語」という5）。

NHKの放送は，「物事を丁寧に言うために付
ける「お」は，できるだけ省いたほうが，すっき
りとした表現になる」6）として，美化語の「お」
はなるべく付けない，平明・簡素な放送を目指
してきた 7）。

しかし，実際の放送では，こうした美化語

が料理番組やインタビュー番組などのフリートー
クを主体とした番組をはじめ，ニュースなどで
も使われる場面は多く，放送で美化語をどの
程度使うのがよいかは，それぞれの放送の現
場で独自に判断してきた実態がある。例えば，
ニュースでは，以下のような例が挙げられる。

こうした美化語については，一般的な感覚と
して「お」を付けないと違和感があるものもあれ
ば，ニュースのことばとして「お」を付けるべき
かどうか，意見が分かれるものもある。「「お」

「ご」についての抵抗感は，それぞれの人によっ
て異なり，また同じことばでも場面（話し手，
聞き手，その関係など）の違いによって異なり，
さらに，そのことばの使われた一連のことばづ
かいのていねいさなどによっても異なってくる」

（菅野謙ほか（1974））ため，放送で，美化語の
「お」を付けるべきかどうかを判断することは極
めて難しい。しかし，だからこそ何らかの客観
的な基準や例示が必要だとも言えよう。

2-1　放送上の美化語に関する調査
放送での「美化語」のあり方を検討するため，

・（偽装表示のニュースの中で）
スタジオに，焼いたお肉を用意しました。

〈2013 年 11 月 8 日　首都圏ネットワーク〉

・到着ロビーでは午前中からスーツケース
やお土産の大きな袋を手にした家族連
れなどが多く見られました。

〈2014 年 5 月 5 日　12 時ニュース〉

・お盆を迎えて家族連れなどがお墓参りに
訪れました。

〈2014 年 8 月13 日　ニュース 7〉

・競り落とされたマグロが築地のすし店で
さばかれ，お客に提供されました。

〈2012 年 1 月 5 日　ニュース 7〉
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2-2-1　全体の傾向
図1で，それぞれの語について，回答者数に

占める割合（％）を示した。全体の傾向としては，
「赤飯」以外の語については，7割を超える人が
「お」を付けてもおかしくないと答えた。これら
は，放送でアナウンサーが美化語として「お」を
付けて言っても，視聴者におおむね違和感なく
受け入れられると判断してもよいだろう。

文研では，これまでも視聴者の意識を探る調
査をおこなってきた 8）。その結果から以下の傾
向が指摘されている。

一般的に美化語の「お」は年々増加傾向にあ
り，「歴史をたどると，中央から地方へ，貴人
から庶民へ，女性から男性へと広がっている」

（井上史雄（2004））とされる。放送で「お」を
付けるかどうかを判断するためには，まずは個
別の語について，世の中での使われ方や放送
における美化語への視聴者の意識を探ること
が非常に重要である。

2-2　今回の調査結果
今回の調査では，名詞に「お」を付けたこと

ばのうち，放送でも使われる10のことばについ
て，アナウンサーが放送で使った場合に，「お
かしくない」と感じるものはどれかを複数回答
でたずねた。以下が設問の内容である9）。

図 1　放送で「お」を付けてよいことば（全体・男女別）

Q. 放送でアナウンサーが使うことばについ
ておたずねします。アナウンサーは男性，
女性いずれの場合も含みます。次のこと
ばの中で，放送で，例えば「砂糖」を「お
砂糖」というように，「お」を付けて言っ
てもおかしくないものはどれですか。い
くつでも選んでください。

1. 米（こめ）　2. 赤飯（せきはん）
3.すし　4. 弁当　5. 皿　6. 尻（しり）
7. みやげ　8. ふろ　9. 墓（はか）
10. 祭り　11. この中にはない
12. わからない

・「正月」「金（かね）」「酒」については，
7 ～ 8 割以上の人が，放送で「お」を付
けてもおかしくないと考えている。

・放送でアナウンサーが使う美化語につい
ての肯定的・容認的な姿勢は，男性よ
り女性のほうが強く，また，高齢者世
代より，若い世代のほうが強い。

・視聴者は，アナウンサーが話すことばと
して，自分のふだんのことばづかいより
も，美化語の「お」を使うことを期待し
ている。

（以上　田中浩史ほか（2009））

・「お」を付けるか付けないかは，伝える
ニュースの内容や場面，ことばに内在す
る意味や社会的背景，ニュースの聞き手
が伝え手に何を求めるかなどによって判
断が分かれる。

　（塩田雄大ほか（2013））

女
男
全体

わからない

この中にはない

赤飯

祭り

皿

弁当

尻

ふろ

すし

墓

米

みやげ
83
84
83
80

79

78

76

75

75

75

74

57

7

1

81
78

80
78

78
79

75

76

76

74

74

74
75

55
59

75
75

76

（%）

MARCH 2015



46 　MARCH 2015

調査語の中で「赤飯」だけが57%とほかの語
に比べて割合が低い。柴田武（1957）では，「食
事」に関するものには，「お」が付きやすいことが
示されたが，「赤飯」には「お」を付けないほう
がよいと考える人がおよそ4割いることを示して
いる。料理のレシピの検索サイト「cookpad」10）

で“赤飯”をキーワードに検索すると，1,211品
目の“赤飯”に関するレシピが検索できる（2015
年1月18日16時時点）が，そのうちの最初の
100件を見てみると，「赤飯」が43件，「お赤飯」
が57件で，今回の結果に矛盾しない形になって
いる。

2-2-2　男女差
また，図1の男女比に注目すると，その差

はわずかだが女性より男性のほうが割合が高
い，あるいは男女同程度の割合の語が多いと
いう結果になった。2009（平成21）年の調査で
は，例えば「お正月」「お金（かね）」について
は，男女比がそれぞれ（80%･87%）（79%･86%）
となるなど，いずれの調査語においても女性の
ほうが男性を上回り，「放送でアナウンサーが使
う「美化語」についての肯定的・容認的な姿勢
は，男性より女性のほうが強い」と分析している

（田中浩史ほか（2009））が，今回は，逆に男性
のほうが「お」を付けてもいいとする人が多い結
果になった。

2-2-3　年代差と学歴差
次に，年代差を見てみると，「お」を付けても

よいと考える人の割合は，すべての調査語で，
49歳以下の人のほうが50歳以上の人に比べて高
く，前回の2009年の調査結果と同じく11），若い
世代のほうが放送で「お」の付くことばを使うこ
とについて許容度が高いことがわかった（図2）。

そのほか，わずかだが学歴差も認められた。
表2は，49歳以下と50歳以上の人それぞれの
グループで，「非大卒」と「大卒」で美化語の

「お」を使ってもおかしくないとする人がどれくら
いいるかを調べたものである。それぞれの年代
の「非大卒」と「大卒」を比べ，より数値が高く
その差が5%以上であるものに，「↑」の印を付
けた。50歳以上ではすべての語について，「大
卒」の人のほうが放送で「お」を付けてもよいと
考える傾向にあり，特に「みやげ」と「墓」につ

図 2　放送で「お」を付けてよいことば〈年代差〉

表 2　美化語の「お」に対する容認度〈学歴と年代差〉

　 49 歳以下
［644］

50 歳以上
［695］

調査語 非大卒 大卒 非大卒 大卒
【全体】 ［303］ ［341］ ［509］ ［[186］
おみやげ【83%】 82 ↑ 87 80 ↑ 87 
お米【80%】 80 82 77 ↑ 83 
お墓【79%】 80 79 76 ↑ 83
おすし【78%】 80 82 74 ↑ 80
おふろ【76%】 78 77 73 77
お尻【75%】 75 77 73 77 
お弁当【75%】 76 80 72 75
お皿【75%】 78 78 71 74 
お祭り【74%】 74 75 73 ↑ 78 
お赤飯【57%】 58 ↑ 63 53 56 
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いては，「非大卒」に比べて7%高い結果となっ
た。また49歳以下の人でも，「皿」「ふろ」「墓」
を除く7語で，「大卒」の人のほうが「お」に対す
る容認度が高く，特に「赤飯」と「みやげ」に
ついては，「非大卒」に比べ5%高い結果となっ
た。全般的に学歴が高い人のほうが「お」を付
けてもよいとする傾向にあり，特に高年層で学
歴が高い人は，「お」の容認度が高いことがわ
かった。

2-3　実際の放送での美化語
調査結果から，今回取り上げた10の語（み

やげ，米，墓，すし，ふろ，尻，弁当，皿，
祭り，赤飯）のうち「赤飯」を除く9語について
は，放送でアナウンサーが美化語の「お」を付
けることに対して，おおむね肯定的であること
がわかった。

では，実際の放送では，美化語の「お」は，
どの程度使われているだろうか。昨年2014（平
成26）年の1年間のNHKのニュースについて，
アーカイブスで調べた 12）（表3）。これを見ると，
語によってニュースに登場する頻度は違うもの
の，全体的に極めて抑制的に使われていること
がわかる。

ニュースで使用頻度が特に高い語は「米」と
「祭り」で170件を超えているが，「お」を付けて
「お米」「お祭り」として使っているニュースは，
それぞれ9件と10件にすぎない。ニュースの現
場では，依然，従来の放送の考え方どおり，「美
化語の「お」はなるべく省いたほうがよい」とい
う意識が働いていると言ってよいだろう。

しかし，10の語を個別に見ていくと，美化語
の使われ方は，語によって違いがあることがわ
かる。まず，“みやげ”13）に関しては，今回唯一，
美化語の「お土産」のほうがより多く使われてい
た（「お土産」26件，「土産」9件）。以下に例
示した実際のニュースのア）イ）のように，統計
上の一項目としてデータを伝える場合や死亡に
関するニュースでは「土産」もあるが，ほかは，
ウ）のように「お土産」がかなり使われていた。

「みやげ」は，今回の調査で，調査語の中で
最も多い83%の人が「お」を付けてもおかしく
ないと答えており，「お土産」は，ニュースのこ
とばとしても問題なく使用できる語だと言えそう
だ。

表 3　実際のニュースでの美化語
（2014 年 1 月1日～ 12 月 31日）

　 「お」を付ける 「お」を付けない

みやげ 26 件 9 件
米 9 件 170 件（「コメ」）
墓 10 件 58 件
すし 4 件 26 件
ふろ 11 件 26 件
尻 3 件 6 件
弁当 5 件 68 件
皿 1 件 10 件
祭り 10 件 164 件
赤飯 0 件 5 件

ア）外国人が購入する土産の品目は，「菓子」
が 64.6％と最も多く…

〈2014 年 11 月19 日　ニュース 7〉

イ）（「火災で死亡」のニュースで）父親によ
りますと，○○くんは，きのう，修学
旅行で買った土産を届けるため，1 人で
△△さんの家を訪れ，そのまま泊まっ
たということです。

〈2014 年 6 月 29 日　ニュース 7〉

ウ）出発ロビーは，朝から，大きなスーツケー
スやお土産を持った大勢の人たちで混
雑し，家族との別れを名残惜しそうに
している人の姿も見られました。

〈2014 年 8 月17 日　12 時ニュース〉
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次に，「お米」「お弁当」「お尻」「おふろ」「お
墓」については，件数は依然少ないが，場面
や文脈によっては使われることがあることがわ
かった。以下は，その一例である。

まず“米”については，ニュースでは，国名
の米国（アメリカ）と区別するため，通常は，「コ
メ」とカタカナ表記する。ここでは「コメ」と書
かれた原稿だけを集計したところ，170件で
あった。この場合の「コメ」は，単純に「穀物
の種類の1つ」という意味合いが強く，農業や
経済のニュースなどで，「コメの価格」「コメの
輸出」「コメの銘柄」「コメの作付け」などのよう
に使われている。一方，美化語の「お」が付くと

「お米」と漢字で表記され「食材」の意味合い
が強くなる。エ）のように，地域の話題を伝え

る場合などに親しみをこめて使われることがあ
るようだ。
“弁当”は，ニュースの硬軟にかかわらず

「お」の付かない「弁当」が圧倒的に多いが，
オ）のように，個人的なエピソードを紹介した
り，具体的・庶民的な内容を伝えたりする場
合に，「お弁当」を使うケースがあった。
“尻”は，「お」を付けないとニュースの読み

手の性別によっては違和感につながることがあ
り，放送上「尻」とすべきか「お尻」とすべき
か，放送現場から時々問い合わせがある語で
ある。ニュースでは中立的に事実を伝えること
が重要であるため，主に傷害関係のニュースで
は，「尻を蹴る暴行」などのように「尻」が使わ
れてきた。しかし，カ）のように動物など人間
以外の生きものに「お尻」が使われているケー
スがあった。
“ふろ”16）は，ニュースの硬軟にかかわらず

「風呂（ふろ）」が多いが，キ）のように乳幼児な
ど子どもに関するニュースでは，「お風呂」の使
用もあった。
“墓”は，扱われていたニュースの8割で「墓」

だが，ク）のようにリポートの中で誰か特定の人
に寄り添って伝えるような場面では「お墓」も使
われていた。

こうしたニュースでの美化語の扱いを見ると，
事実を客観的に述べる場面や，統計やデータ
を伝える場合，負の感情を伴う深刻な場面など
では「お」を付けないが，生活実感を伴うもの
や個人的なつながり・愛着が感じられるものな
どには「お」を付ける傾向があることがわかる。

一方，以上の語とは対照的に，「お赤飯」「お
すし」「お皿」「お祭り」については，インタビュー
のコメントとしては登場するものの，地の文（イ
ンタビューではない部分）では，ほとんど使わ

エ）材料には，…（中略）…地元産のお米
550 キロ，それに 1,700 枚ののりが使
われました。

〈2014 年 10 月 26 日　ニュース 845〉

オ）○○さんは料理が好きで，山に出かけ
る前も自分のお弁当と一緒に家族にも
サンドイッチを作っていました。

〈2014 年 10 月 2 日　ニュースウオッチ 9〉

カ）（サルの）年齢を推定するために，体の
大きさを確認したり，おしりが赤くなっ
ているかどうか見たりしていました。
〈2014 年 12 月 2 日　福岡管中ニュース〉14）

キ）生後数か月の赤ちゃんが，首に巻くタイ
プの浮き輪をお風呂で使っていておぼ
れる事故があとを絶たないことから，…
〈2014 年 10 月 9 日　その他のニュース〉15）

ク）○○君の家族は，この日，海岸にある
お墓を訪れ，○○君らに思いをはせて
悲しみに暮れていました。

〈2014 年 7 月 28 日　その他のニュース〉
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れていないことがわかった。

こうしたニュースの中には，文脈や場面によっ
ては，「お」を付けて伝えるほうが自然に聞こえ
るものもあるように思われる。特に，今回の調
査で「お」を付けてもおかしくないとした人が7
割を超えた「すし」「皿」17）「祭り」については，
文脈や場面によっては美化語の使用を検討す
る余地があると言えるだろう。

今回は，10の語について，視聴者の美化語
の意識を探ったうえで，最近のニュースでの扱
い方を調べた。ニュースの送り手側は，依然，
美化語の「お」については抑制的ではあるもの
の，語によっては，その語が使われる場面や
文脈に応じて，比較的柔軟な対応をしているこ
とが改めて確認された。今後は，こうしたニュー
ス特有とも言える「お」の使い分けが，美化語
の増加傾向の只中にある視聴者に，どのような
印象で受け止められているのか，さらなる意識
調査が必要であろう18）。

 3. 語形・用法をめぐる変化
この章で取り上げるのは，以下の9項目であ

る。

3.1　背景 
それぞれの項目に関して，NHKの放送での

規定や，先行調査の結果などを見てみる。

3.1.1　「他人事」
放送では，「ひとごと」を使う（「たにんご

と」は使わない）ことになっている（塩田雄大
（2000））。このことは，番組研究部用語研究班
（1964.11）で提起され，菅野謙ほか（1965）で
規定として明記されて，現在に至っている。
「ひとごと」は，むかしから使われていること

ばである。この「ひとごと」を「人事」のように
書くと，「じんじ」と読まれてしまうおそれもあっ
た。それを避ける目的で「他人事」と書く習慣
ができたのだが，これを誤って読んだことによっ
て生まれたのが「たにんごと」である，というの
が通説である。

ケ）下帯姿の男たちが赤飯を投げ合って子
孫繁栄を願う「裸まつり」が△△で開か
れました。

〈2014 年 11 月19 日　その他のニュース〉

コ）日本食といえば，すしや天ぷらが有名
ですが，たこ焼きは…

〈2014 年 10 月 4 日　おはよう日本〉

サ）この催しのために特別に注文した砥部
焼の皿に盛りつけられています。

〈2014 年 4 月17 日　松山管中ニュース〉

シ）掛け声の「エンヤー」も，ひときわ力強
くなり，祭りは最高潮に達しました。

〈2014 年 11 月 3 日　ニュース 7〉

▼語形に関して
【他人事】ひとごと　～　たにんごと
【一段落】いちだんらく　～　ひとだんらく

▼用法に関して（正否判断および使用意識）

「全然お得です」（全然＋肯定）
「歌わさせていただきます」（さ入れことば）
「○○とか」
「っていうか」
「花に水をあげる」
「おかわりは大丈夫ですか」
「やばい〔肯定的な意味で〕」
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戦前は「他
ひ と

人事」のようにルビを付けて示す
ことが多かったので，「たにんごと」と読まれる
おそれがなかったとされる（松尾聰（2000））。

一方，文化庁編（1983）では，江戸時代の
文献に「他人（たにん）」を冠した複合語（「他
人気（たにんき）」「他人行儀」「他人ずく」「他人
づきあい」など）が現れていることから，「たに
んごと」が古くから使われていた可能性も否定し
ていない。また山田俊雄（2004）にも，「他人事」
は「ヒトゴト」と読むべきであるという指摘を穏
当だとしたうえで，「しかし，タニンゴト（中略）
の，ことばとしての存在を否定すべきものかど
うかは，未だ證明の無いことではないか」とい
う言及が見られる。
「他人事」についてこれまで文研でおこなった

調査には，次のようなものがある。

伝統的な「ひとごと」を支持する意見は，
1980年の有識者調査では過半数を占めている
が，1989年の東京100キロ圏調査以降，主流
派ではなくなっていた。

なお，文化庁で2012年2月におこなった全
国調査でも，「『ひとごと』30.4％：『たにんごと』
54.2％」と，同様の傾向を見せている（文化庁
文化部国語課（2012））。

3.1.2　「一段落」
放送では「いちだんらく」を使う（「ひとだん

らく」は使わない）ことが，1995年2月9日の放
送用語委員会（浅井真慧（1995））で決定され
て，現在に至っている。

また文化庁編（1993）では，「「ヒトダンラク」
という言い方は許容としては認められても，普
通の言い方としては「イチダンラク」を採るのが
穏当であろう」と示している。

「他人事」は
やはり「ひとごと」と読むべきだ ……61％
今のきまりにしたがって 19），

「たにんごと」と読んでよい …………36％

（1980 年 3 ～ 4 月，有識者 136 人，石野博史
（1980））

「ひとごと」ということばがありますが，
これを「たにんごと」と言うのは？
おかしい ……………………………33％
おかしくない …………………………49％
特になんとも思わない ………………14％

（1989 年 2 月，東京 100 キロ圏の 16 歳以上男女
1,800 人，調査有効数（率）1,185（65.8％），石野
博史ほか（1989））

「それは，とても『他人事』とは思えない」
ヒトゴト ……………………………23％
タニンゴト …………………………74％
わからない・そのほか ……………… 2％

（1993 年 1 月，全国 20 歳以上の男女 2,000 人，
調査有効数（率）1,406（70.3％），大西勝也ほか

（1993））

「とても『他人事』とは思えない」
「ひとごと」 …………………………17％
どちらかといえば「ひとごと」 ……… 2％
どちらかといえば「たにんごと」 …… 3％

「たにんごと」 ………………………77％
わからない ………………………… 1％

（1999 年 11 月， 全 国 20 歳 以 上の 男 女 2,000
人，調査有効数（率）1,363（68.2％），柴田実ほか

（2000））
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これ以降にも，文研・放送用語班では，「『全
然』は『全然できない』のように打消の呼応をと
もなうのが本来である」（NHK総合放送文化研
究所編（1970）p.48，西谷博信（1975）p.253）
といった見解が示されている。

しかし現実には，「全然」のうしろに肯定的
表現が用いられた例は明治期以降いくらでも見
られるものであり20），「本来は肯定的表現は続
かなかった」という主旨の記述は，日本語史の

「実態」を表したものではない。「『全然』は本
来否定を伴うべき副詞である」という規範意識
が明言・明記されるようになったのは，昭和20
年代の後半以降である（新野直哉（1997）（2011）

（2012）（2013），尾谷昌則（2006），新野直哉
ほか（2011））。こうしたことは，NHK総合テレ
ビ「みんなでニホンＧＯ！」（2010年4 ～ 9月放
送）でも，一般にあまり知られていない事実と
して初回放送時に取り上げられた（NHK「みん
なでニホンＧＯ！」制作班（2010））。

1955（昭和30）年10月に，「語形確定のた
めの基礎調査」が国立国語研究所で実施され
た（大石初太郎（1956）（1957））。これは，有
識者（国語研究者・言語外国語研究者・国語
教育関係者・新聞放送等関係者・文芸家・各
界人など）を対象に，日本語のいろいろな単語
や用法について，「話し，聞くことばの標準的な
もの（ラジオニュースのことば・あらたまった気

これまで文研でおこなった調査には，次のよ
うなものがある。

いずれの調査においても，伝統的な「いちだ
んらく」が主流になっていた。

なお，文化庁で2012年2月におこなった全
国調査でも，「『いちだんらく』53.9％：『ひとだ
んらく』37.5％」と，おおむね類似の傾向を見
せている（文化庁文化部国語課（2012））。

3.1.3　「全然お得です」（全然＋肯定）
「全然」のあとに肯定的表現が連なる言い方

に関して，文研・放送用語班で示した記述では
次のようなものがある。この植地南郎は，当時
の「用語研究班」の班長である。

「仕事が『一段落』ついた」
イチダンラク …………………………82％
ヒトダンラク …………………………17％
わからない・そのほか ……………… 2％

（1991 年 4 月，全国 20 歳以上の男女 2,000 人，
調 査 有 効 数（率）1,433（71.7 ％）， 吉川 喬 ほか

（1991））

　たとえば，最近若い人たちの話などを聞
いておりますと，「あれは全

・ ・

然面白かった。」
とか，さらには「全

・ ・

然いかす。」とか，そう
いうようなことばが使われております。この

“全然”ということばの使い方ですが，その
伝統的な用法としては，あとに否定のこと

ばが続きまして，「全然何々しない。」とい
うような形で使われておりました。けれど
も，ただいまの例では，単に“非常に”と
いうような意味で使われておりまして，あと
に否定が続くというようなことは，もうなく
なってしまっている。そういうふうに使い方
が変わってきております。

（植地南郎（1962）；傍点は原文のとおり）

「仕事が『一段落』ついた」
イチダンラク …………………………78％
ヒトダンラク …………………………20％
わからない・そのほか ……………… 1％

（1993 年 12 月，全国 20 歳以上の男女 2,000 人，
調査有効数（率）1,373（68.7％），浅井真慧ほか

（1994））
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分で話す場合のことば・辞典に採用することば
など）」として採るべきものかどうかを尋ねたも
のである。この調査の項目の一つに，「ぜんぜ
んすばらしい」が取り上げられている（大石初太
郎（1957）p.82）。回答者58人のうち，「ぜんぜ
んすばらしい」を「（標準的なことばとして）採
る」としたものは「ごく少数〔＝20％以下〕」で
あった。「採らない」とした回答者は，理由とし
て「『新奇すぎる』60％，『ある種の人だけが使
う』47％，『特殊的』38％，『規範に合わない』
36％，『語感が悪い』26％」などを選択した。
この「『新奇すぎる』が60％」という数値は，ほ
かの調査項目での回答と比べると，極めて高
率であるという。この結果に関して，「この言い
方は近年若い人たちの間に行われるようになっ
たものと見られるがこれに対する意見は上のよ
うにかなりはっきりと否定的にあらわれた」と記
されている。1955年の時点で，「ぜんぜんすば
らしい」が多くの有識者から「新奇すぎる」と感
じられていたという事実は，かなり興味深い。
「全然」のうしろに否定（的表現）がこない例

は，この当時の放送にも実際に（また，場合に
よっては抵抗なく）使われていた。

これは，NHKアナウンサーによるボートレー

ス（早慶対抗エイト）の実況放送の速記録を文
字起こしした文章で，放送用語委員会（1957
年5月23日実施）に議題として取り上げられた
ものである。放送用語委員会であるから，「放
送でふさわしくない表現」があった場合にはな
んらかの指摘がなされていて当然である。しか
し，ここでの「全然9人の選手の首が見えてい
るだけ」というところには，指摘が見られない。
この回の委員会報告をまとめた植地南郎は，そ
の5年後に，さきほど掲げた植地南郎（1962）
で“全然”の伝統的な用法としてはあとに否定
のことばが続く，という主旨のことを述べてい
るのである。

ラジオの歌番組での審査員（高木東六，作
曲家）の発言に「まあ全然いいですね」という
言い方があるところが目を引く。これも放送用
語委員会で議題として取り上げられた番組の一
部だが，当時は外部の出演者の発言であって
も，あまりに度を越した「ことばの誤り」があっ
た場合には，指摘がされていた。しかしここで
も，この「まあ全然いいですね」に対しては何
の言及もなされていない。

早慶対抗ボート・レース
（1957 年 5 月12 日（日）放送（ラジオ））

…3,700 メーターぐらいの駒形橋に差しか
かって参りました。レースは危険状態に陥
りました。慶応艇とまりました。慶応艇とまっ
た。慶応艇ほとんど，慶応沈んでおります。
慶応は全く沈んだ。慶応沈みました。全然
9 人の選手の首が見えているだけ，9 人の
選手の首が見えているだけであります。…

（植地南郎（1957）pp.10-11から；下線は塩田による）

「音楽夢くらべ」
（1958 年 6 月 22 日放送（ラジオ））

高木　…　もう，すてきだったと思います。
たとえばね（歌う）“花がほろほろこぼれる
ように”っていうところ。そこが，まあ全然
いいですね。（笑い），（拍手）

（細谷美代子（1958）p.37 から；下線は塩田による）

外来語のアクセント

家喜　…　外来語にわざわざアクセントを
つけているのはおかし

ママ

という点ですけれど
もそのアクセントが英語なら英語ドイツ語な
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この文章は，放送ではなく文研での会議の
速記録をもとにまとめられたものである。発言
者の家喜富士雄は，当時の番組研究部副部長
である。

次も同様に会議の速記録によるもので，作家
の開高健の発言である。

また，これまで文研でおこなった調査として
は，次のものがある。

なお，文化庁で2012年2月におこなった全
国調査では，「『とても明るい』ということを，

『全然明るい』と言う」ことが「ある：20.0％」「な
い：79.5％」となっている（2004年1 ～ 2月実施
の調査でもほぼ同値）（文化庁（2004），文化庁
文化部国語課（2012））。

3.1.4　「歌わさせていただきます」
　　　 （さ入れことば）
「歌わさせていただきます」や「お手紙を読ま

させていただきます」は「明らかに誤用」である
という記述が，菊谷彰（1983）に示されている。
これがおそらく，文研での最初の指摘である。
「ら抜き（ことば）」という言い方は1981年の

新聞投書にすでに見られるが（塩田雄大ほか
（2013）），「さ入れ（ことば）」は，1992年の新
聞投書欄の例がある。

らドイツ語の本来のアクセントと全然同じと
は必ずしも言ってないんですね。

（番組研究部用語研究班（1964.2）p.13 から；下
線は塩田による）

マスコミの文体

開高　…　NHK とか大新聞社とかいうよ
うなのは，入社試験がたいへんむずかしく
て，小説家なんかとても入社できないぐら
い，きびしくせまいものだと思うんですけど，
そこをよりすぐってはいってきた人たちの個
性とかそういうものは全然殺されてしまっ
ていて，おびただしい知力の浪費があるん
じゃないかと思うんですよ。

（番組研究部用語研究班（1964.4）p.11 から；下
線は塩田による）

（1）「ぼくにとっては，ぜんぜんすばらしい
一日でした。」

（2）「ぼくにとっては，まったくすばらしい
一日でした。」

▽おかしいかどうか
（1）「ぜんぜん」×，（2）「まったく」○

 …………………………… 94.9％
（1）「ぜんぜん」○，（2）「まったく」○

 …………………………… 1.9％ 
（1）「ぜんぜん」○，（2）「まったく」×

 …………………………… 0.9％ 

（1）「ぜんぜん」×，（2）「まったく」×
 …………………………… 2.1％ 

【○＝「へんではない」，×＝「へんだと思う」】

▽感じのよいのはどちらか
（1）「ぜんぜん」 ……………… 2.4％
（2）「まったく」 ……………… 97.0％

（NHK 総合放送文化研究所・国立国語研究所・
国立教育研究所の共同研究グループによるアン
ケート，1970 年 3 月，都内の小中学生 1,593 人，
菅野謙（1971）および土屋信一（1971））

「こちらのほうが，『全然』お得です」

おかしい …………………………… 71％
おかしくない ………………………… 19％
どちらともいえない …………………  4％
わからない ……………………………5％

（1993 年 1 月，全国 20 歳以上の男女 2,000 人，
調査有効数（率）1,406（70.3％），大西勝也ほか

（1993））
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この「さ入れことば」に関して，これまで文研
でおこなった調査としては，次のものがある。

また，佐野真一郎（2008）（2009）をはじめと
して，実証的な調査がいくつかなされている。
文化庁では，1997年1月，2002年11 ～ 12月，
2008年3月，2011年2月実施の調査がある（文
化庁（1997）（2003）（2008）（2011））。「あすは

『休まさせて』いただきます」が「気になる」とい
う回答は，33.3％（1997年）→57.1％（2002年）
→47.9％（2008年）と推移しており，また2011
年の調査結果では，自分がふだん使う形として

（「休まさせていただきます」ではなく）「休ませ
ていただきます」を選んだ人が78.3％になるこ
とが示されている。

3.1.5　「とか」「っていうか」
「花に水をあげる」
「おかわりは大丈夫ですか」
「やばい〔プラスの意味で〕」

この5項目については，先行研究と調査結
果（文研，2002年11月）を塩田雄大（2003.4）

（2003.6）で報告した。
この調査以降，たとえば「っていうか」につ

いては林千賀（2007a）（2007b）（2007c），「や
ばい」についてはSano（2005）・佐野真一郎

（2012）・高橋純（2012）・熊谷愛未（2014）な
どをはじめとして，さまざまな論考が提出され
ている。

文化庁では，「とか」について2000年1月
と2005年1月，「あげる」について2001年1月
と2006年2月と2009年3月，「やばい」につい
て2005年1月に調査をおこなっている（文化庁

（2000）（2001）（2005）（2006）（2009））。「『 鈴
木さんと話とかしてました』と言うことがある」
という回答が16.2％（2000年）→14.6％（2005
年），「『とてもすばらしい（良い，おいしい，かっ
こいい等も含む）』という意味で『やばい』と言
う」という回答が18.2％（2005年）であった。
また，「自分ではふつう『植木に水をあげる』を
使う」という回答が24.1％（2001年）→25.0％

（2006年），「花に水をあげる」は「『言葉の乱
れ』だと思う：12.8％」「そういう言い方をしても
構わないと思う：53.3％」「『言葉の乱れ』では
なく『言葉の変化』だと思う：19.2％」「正しい
言い方だと思う：12.9％」（2009年）となってい
る。

「さ入れ」言葉　流行のきざし

（中略）
　さらに，似た例で最近，テレビなどで聞
くおかしな表現に，「行かさ

・

せてください」
「飲まさ

・

せていただきます」などがある。こ
の表現では「さ」はいらない。
　これは一段活用動詞の場合，「食べさ

・

せ
てください」と「さ」を入れるため，これに
つられて，五段活用動詞の場合にも「さ」
を入れてしまうのだろうか。注意して聞いて
いると，その多さに驚かされる。
　「ら抜き現象」に続いて，「さ入れ現象」
も定着していくのか，しばらく見守っていき
たいと思う。

（1992（平成 4 年）10 月 5 日　朝日新聞朝刊
投書見出しおよび本文；傍点は原文のとおり）

「一曲『歌わさせて』いただきます」

おかしい …………………………… 29％
おかしくない ………………………… 63％
どちらともいえない ……………………5％

（1993 年 12 月，全国 20 歳以上の男女 2,000 人，
調査有効数（率）1,373（68.7％），浅井真慧ほか

（1994））
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わさせて（いただきます）」や〔ヒトダンラク〕が，
全体としてかなり受け入れられていることがわ
かる。また表5の5項目は，次のように3分類
することができる。

また，【 】内に先行調査での数値を示した。
〔ヒトダンラク〕の回答率は，約20年の間に
20％から45％とかなり増えている。また「とか」
では，「革新的」な「おかしくない・使う」が増
加するのと同時に，「保守的」な「おかしい・使
わない」も多くなっている。3.1.5で示した文化
庁の調査で「とか」の使用率が経年的に増えて
いないことと符合する。

3.2　調査結果の分析

3.2.1　全体
～急伸した〔ヒトダンラク〕～

単純集計結果は前号（滝島雅子ほか（2015））
に示した。回答選択肢が同じ形式のものをまと
めて「a群」「b群」と整理し，ここに掲げる（表

4，5）。この表では，「革新的」と思われる回答
（「『他人事』を〔タニンゴト〕と読む」，「『歌わさ
せていただきます』はおかしくない」など）を左
側に，「保守的」と思われる回答を右側に配し
た。表5については，「おかしい・使う」と「お
かしくない・使わない」のどちらがより「革新的」
であるかは意見の分かれるところだが，ここで
はひとまず前者のほうがやや「革新的」である
と考えて配置した。そして，「革新的」な回答が
多かった設問を上のほうに，「保守的」な回答
が多かったものを下のほうに配した。

表4からは，「革新的」である〔タニンゴト〕「歌

表 4　調査結果ａ群（全体）

表 5　調査結果ｂ群（全体）

▼「革新」への支持が圧倒的　：　「あげる」
▼「保守」への支持が主流であるもの

▽ほかの意見も少なくない
　　：　「とか」「大丈夫」「っていうか」
▽「伝統」が圧倒　          ：　「やばい」

　    　 ← 革 新 的　　　　　　　　　　　　　　　　 保 守 的 → 

「他人事」 〔タニンゴト〕 63 〔ヒトゴト〕 35
【74】 【23】

「歌わさせて（いただきます）」 おかしくない 51 どちらともいえない 12 おかしい 36
【63】 【5】 【29】

「一段落」 〔ヒトダンラク〕 45 〔イチダンラク〕 55
【20】 【78】

「全然（お得です）」 おかしくない 23 どちらともいえない 13 おかしい 63
【19】 【4】 【71】

※ 【  】内は先行調査（大西勝也ほか（1993）［他人事］［全然］，浅井真慧ほか（1994）［歌わさせて］［一段落］）での数値。

　　　　　　  　　 ← 革 新 的　　　　　　      　　　　　　　 保 守 的 →　　
「あげる」
「（花に水を）あげておいて」

おかしくない・
使う

69 おかしい・使う 9 おかしくない・
使わない

9 おかしい・
使わない

12
【47】 【12】 【14】 【23】

「（手当て）とか（出るんですか）」 おかしくない・
使う

28 おかしい・使う 20 おかしくない・
使わない

16 おかしい・
使わない

35
【23】 【22】 【18】 【30】

「（おかわりは）大丈夫ですか」 おかしくない・
使う

23 おかしい・使う 15 おかしくない・
使わない

13 おかしい・
使わない

49
【13】 【8】 【13】 【62】

「っていうか」 おかしくない・
使う

18 おかしい・使う 21 おかしくない・
使わない

13 おかしい・
使わない

46
【13】 【16】 【17】 【47】

「やばい［『すてきだ』の意味で］」 おかしくない・
使う

9 おかしい・使う 15 おかしくない・
使わない

13 おかしい・
使わない

62
【6】 【7】 【7】 【78】

もとの質問文： 「おかしいと思わないし，
自分でも使う」

「おかしいとは思うが，
自分でも使う」

「おかしいとは思わないが，
自分では使わない」

「おかしいと思うし，
自分でも使わない」

※ 【  】内は先行調査（塩田雄大（2003.4））での数値。

（%）

（%）

MARCH 2015
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3.2.2　年代別
～「使うかどうか」は年代差が大きい～

a群の図3では，「ヒトダンラク」についての
み，特異的な年代差が観察される。

また，b群の「おかしくない」〔＝［おかしく
ない・使う］と［おかしくない・使わない］を統
合したもの〕を年代別にみると，「やばい」につ
いてはある程度の傾斜的分布が観察されるが，
ほかの項目ではそれほど顕著ではない（図4）。
一方「使う」〔＝［おかしくない・使う］＋［おか
しい・使う］を統合したもの〕では，いずれの
項目でも比較的明瞭な差があり，特に「やばい」
については激しい年代差が見られる（図5）。

つまり，年代差に関して，「おかしいかどうか」
という【判断】についてはさほど違いが見られな
いが，「使うかどうか」という【使用意識】につ
いては，はっきりと観察される。

3.2.3　男女別
　　　～女性は「革新形」を
　　　　　　「おかしいと思うが使う」～

b群について「おかしいかどうか」という【判
断】を尋ねた結果をまとめた図6では，5項目
すべてに関して〔男性>女性〕となっており，男

図 3　調査結果 a 群（年代別）

図 5　調査結果 b 群（年代別「使う」）

図 6　調査結果 b 群（男女別「おかしくない」）

図 4　調査結果 b 群（年代別「おかしくない」）
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性のほうが「おかしくない」という「革新」的な
回答が多い。裏返すと，【判断】に関して，女
性は「保守」的なのである。a群についてまとめ
た図7でも，同様の傾向である。

次に「使うかどうか」という【使用意識】をま
とめた図8では，おおむね〔男性<女性〕となっ
ている（「大丈夫」のみ例外）。つまり，【使用意
識】に関しては女性のほうが「革新」的なので
ある。

まとめると，女性は，【判断】に関しては「保
守」的（規範的），【使用意識】についは「革新」

的である。
一般に，言語変化は女性が主導するが，一

方で規範意識は女性のほうが高い，と言われ
ている。ここでの調査結果は，この仮説どおり
の形になっている。

3.2.4　学歴別
～「おかしいと思う」は大卒者に多い～

学歴による違いを考える場合には，年齢差を
ふまえておく必要がある。現状では，大卒者集
団にはもともと若年層が多く含まれており，そこ
での「学歴差」という結果が，単なる「年齢差
の反映」にすぎないおそれがあるためである。

全体を「49歳以下」と「50歳以上」に分け，
さらにそれぞれを「非大卒」と「大卒」ごとに結
果を見てみた。

図9および図10では，年層を問わず，「革新」
的な回答が「非大卒」に多い（ただし〔ヒトダ
ンラク〕および「やばい（50歳以上）」は例外）。
つまり，「（革新形は）おかしいと思う」という回
答が大卒者のほうに多いことを示している。

図 8　調査結果 b 群（男女別「使う」）

図 7　調査結果 a 群（男女別）

図 9　調査結果 a 群（年層・学歴別）
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一方，【使用意識】についてまとめた図11で
ははっきりとした学歴差は見られないが，「あげ
る（50歳以上）」「とか（50歳以上）」において，
大卒者に「革新」的な回答が多い。

3.2.5　地域別
ここで今回取り上げた項目では，はっきりし

た地域差が見られるものがあまりない。ただし，
「『（花に水を）あげる』を自分でも使う」につい
ては，〔東日本 83％：西日本（東海・北陸含む）
74％〕と，東日本でより多く用いられている様
子がうかがえる。

3.2.6　年齢差と経年的変化
ある時点での20歳代の調査結果と，その20

年後の40歳代の調査結果とは，まったく同じ
になるとは限らない。言語習得は成人後もなさ
れるものであり，ある時点での年齢差だけから
将来のありさまを予測すると，外れてしまうこと
も少なくない。

例えば，「『食べれない』は変な言い方だと思
う」という人は，1996年の調査では20歳代に
32％であった。一方，その17年後の2013年の
調査では，30歳代に43％，40歳代に51％とい
う結果になった。つまり，若いころには気にな
らなかった『食べれない』が，年をとって許せな
くなった〔＝「変節した」〕という人が少なくない
のである。これは，加齢に伴う「保守化」によっ
て，『食べれない』に対する違和感が増大した
ものと分析できる（塩田雄大ほか（2013））。

今回の調査項目について述べると，「『とか』
を使わない」という回答に関して，2002年調
査の年代別分布の線を12年分右側にずらした
ものと今回の調査結果を並べたのが図12であ
る。2002年の調査時に20歳代（20 ～ 29歳）
だった人は2014年の調査の時点では32 ～ 41
歳になっているが，「使わない」という回答の

「はねあがり」〔＝増加〕が起こっているのが見
てとれる。ほかの年代についても同様で，「と
か」を使うという人は，この12年の間に少なく

図 10　調査結果 b 群（年層・学歴別「おかしくない」）

図 11　調査結果 b 群（年層・学歴別「使う」）
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なっている。これは，加齢によって「保守的」
になったものと解釈することが可能である。

第3章で取り上げた項目では，過去の調査結
果と比べて規範意識が高まったと解釈されるも
の（図12，13）や，その反対に規範意識が弱
まったもの（図14，15）などが見られた。

経年的な調査の重要性が，近年とみに強く
訴えられている（朝日祥之ほか（2008），横山詔
一ほか（2008），横山詔一ほか（2010.2），横山
詔一ほか（2010.4），横山詔一（2011），高野照
司（2012）（2013）（2014），阿部貴人ほか（2012），

井上史雄ほか（2012），柳村裕（2014），横山
詔一ほか（2014）など）。経年的変化の詳細な
分析について，こうした知見を基に，今後別稿
を準備して論じることにしたい。

（しおだ たけひろ／いのうえ ひろゆき／たきしま まさこ）

注：
 1） 影山太郎（1996）では「『花火が打ち上がる』

という場合，『打つ』は文字通りの意味（花火
職人が花火に火を付けるという動作）より，む
しろ『勢いよく』といった副詞的な意味合いに
転義していると解釈される」としている。そこ
で本稿では「打ち上がる」を「上がる」と同様

図 12　加齢にともなって規範意識が高まった例（1） 図 13　加齢にともなって規範意識が高まった例（2）

図 14　加齢にともなって規範意識が薄れた例（1） 図 15　加齢にともなって規範意識が薄れた例（2）
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に自動詞として扱う。
 2） 庵功雄（2012）の定義による。
 3） もちろん，ここでは【他動詞】の受け身形「打

ち上げられる」を使っても文は成立するが，そ
の場合は「死骸は『波によって』大森の海岸に
打ち上げられた」というように，何者かによっ
て打ち上げられたという意味合いが出る。しか
し，その動作主の「波」が自然現象であること
から，【自動詞】「打ち上がる」でも違和感がな
い。その場合は，何者かによってという意味合
いは減って，「ひとりでに」「自然に」という意
味合いが強くなる。

 4） こうした文を「結果キャンセル構文」などと呼
ぶ場合もある。

 5） 文部科学省文化審議会答申（2007 年 2 月）の「敬
語の指針」では，敬語の形を，尊敬語，謙譲語Ⅰ，
謙譲語Ⅱ，丁寧語，美化語に分類し，「美化語」
とは，「ものごとを，美化して述べるもの」とし，

「お酒」「お料理」などを例示している。「美化語」
を形成する接頭語としては，ほかに「ご」があ
るが，本論文では「お」のみを扱うこととする。

 6） 『NHK ことばのハンドブック第 2 版』（2005・
NHK 放送文化研究所編）の p.28 参照。同ペー
ジのコラム「「お」の付くことば」では，「「お」
を付けると不自然に感じるかどうかは，ことば
により，人によりさまざまであるが，「お」を
使いすぎると，話の調子や文体にまで影響が及
ぶことになるので注意しなければならない」と
している。

 7） NHK では戦後数回にわたって，物事を丁寧に言
うために付ける「お」を乱用しないように，放送
での基準を作ることを目的として整理を重ねた経
緯がある。詳しくは，菅野謙ほか（1974）参照。

 8） 文研・放送用語班がおこなった「美化語」に関
する最近の調査は，以下の 3 つである。
▼ 1996 年 3 月「第 10 回現代人の言語環境調査」

（日本人と話しことば）（全国満 20 歳以上の
男女 1,251 人が回答）
Q．以下のことばのうち，例えば「砂糖」を「お
砂糖」というように，ふだん，あなたが「お」
を付けて言うのはどれですか。いくつでも
選んでください。（複数回答）
→金（＝貨幣）（81％），酒（69%），正月（68％），
なべ（31%），酢（29%），台所（4％），みか
ん（4%），ソース（2%）ビール（－）

（NHK の内部資料にて確認）

▼ 2009 年 1 月「平成 20 年度「ことばのゆれ」
全国調査」（全国満 20 歳以上の男女 1,320 人
が回答）
Q．放送でアナウンサーが使うことばにつ
いておたずねします。アナウンサーは男性，
女性いずれの場合も含みます。次のことば
の中で，放送で，例えば「砂糖」を「お砂糖」
というように，「お」を付けて言ってもおか
しくないものはどれですか。いくつでも選
んで下さい。（複数回答）
→正月（84%），金（＝貨幣）（83%），酒（76%），
酢（57%），天気（48%），なべ（45%），台所

（12%），みかん（7%），ソース（5%），ビール（3%）
（田中浩史ほか（2009））

▼ 2013 年 3 月「日本語のゆれに関する調査」（全
国満 20 歳以上の男女 1,241 人が回答）
Q．ニュースの表現について，うかがいます。
アナウンサーが話すことばとしてお考えく
ださい。この 2 つの言い方について，お考
えにもっとも近いものを 1 つだけ選んでく
ださい。

（ア）競り落とされたマグロが，築地のすし
店でさばかれ，【a.『客』b.『お客』】に提供
されました。

（イ）飲食店にワゴン車が突っ込み，店の
【a.『客』b.『お客』】などあわせて 7 人がけ
がをしました。
・「客」と言うほうがよい（（ア）38%（イ）61%）
・「お客」と言うほうがよい

（（ア）52％（イ）33%）
・男性の場合には「客」だが，女性の場合

には「お客」と言うほうがよい
（ア）3％（イ）2%）

・女性の場合には「客」だが，男性の場合
には「お客」と言うほうがよい。

（（ア）2％（イ）1%）
（塩田雄大ほか（2013））

 9） 質問の形式は，2009 年の「ことばのゆれ」全
国調査と同様とし，選択肢の調査語のみを変え
た。

 10） クックパッド株式会社が運営するレシピ検索
サイト。180 万以上のレシピが登録され，「日
本最大の料理サイト」とされる。URL は，
http://cookpad.com/

 11） 2009 年の調査では，例えば「お正月」につい
て，「お」を付けても「おかしくない」という
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人は，60 歳以上が 82% だったのに対し，20 歳
代が 90%，30 歳代が 87% など若い世代のほう
が支持率が高い傾向を示し，高年層より若年層
のほうが，放送の中でアナウンサーが「美化語」
を使うことに肯定的であることがわかった。

 12） NHK アーカイブスに登録されているニュースの
中で，2014 年 1 月1 日から同 12 月 31 日までの 1
年間のニュース（52,020件）を調べた。その調査
語が本文のコメントとして使われているニュースに
限り，タイトル表記のみで使われているものは除
外した。また，その語が単独で使われているも
のに限り，複合語（例えば，「墓参り」「すし店」「土
産物店」など）や固有名詞は対象外とした。

 13） 調査語は「みやげ」としたが，ニュースでは通
常，漢字表記の「土産」が使われる。

 14） NHK は，東京・大阪・名古屋・広島・福岡・
仙台・札幌・松山の各放送局を中心に，全国を
8 つのブロックに分けて地域放送をおこなって
いるが，「福岡管中ニュース」とは，福岡局が
管轄する地域に放送されたニュースという意味
である。

 15） 例示したニュースのうち「おはよう日本」「ニュー
ス 7」「ニュースウオッチ 9」については番組名を
明示したが，ほかは「その他のニュース」とした。

 16） 調査語は「ふろ」としたが，ニュースでは通常，
漢字表記の「風呂」が使われる。

 17） 特に「皿」については，文化庁が 2006（平成
18）年 2 月に実施した「国語に関する世論調査」
で，69% の人が，ふだん「お」を付けて言う
可能性を示唆しており，放送で美化語を使うか
どうかは，こうした世の中での使用実態も考慮
して検討する必要がある。

 18） 2013 年の「日本語のゆれに関する調査」では，
ニュースの中の「お客」について視聴者の意識
を探った（注 8 参照）が，調査結果の分析から，
視聴者の意識は，大きく以下の 3 つに分かれた。

「ニュースの内容にかかわらず「客」とすべき」
33%，「ニュースの内容にかかわらず「お客」
とすべき」27%，「ニュースの内容や場面によっ
て「お客」と「客」を使い分けるべき」29%（塩
田雄大ほか（2013））。

 19） ここでの「今のきまり」とは，当時の当用漢字
音訓表に従えば「他人」は「たにん」としか読
めない，という主旨で質問文に示されていたの
だが，これはことば足らずであったという反省
が記されている（石野博史（1980））。

 20） たとえば，次のように漢和字典の凡例に用いら
れた例もある。「一．韻字は利用者少なき現代
の時勢に鑑みて，四聲の區別等は全然削除した」

（上田萬年ほか監修（1931）『完成漢和大字典』（湯
川弘文社）凡例）
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